
豊田市は、超高齢社会というこれまで経験したことのない社会において、多世代が様々に交流・共
生する中で、子どもから高齢者まで誰もが健康で生涯活躍でき、安心して暮らすことができる多世
代共生のまちづくりに取り組んでいます。

自動運転、ＩＴＳ、超小型モビリティなどの先進技術を活用した
新たな移動手段の導入や普及に向けた取組を展開するとと
もに、タクシーを活用した移動支援など公共交通の利便性を
向上させ、誰もが利用しやすい交通環境を整えていきます。

「クルマのまち」だからこそ、
生涯活躍を支える理想の
交通環境を目指しています。

高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、介護に関することや心配ごとのほか、健康や
福祉、医療や生活に関する高齢者の総合相談窓口として、市内２8か所に「地域包括支援セン
ター」を設置しています。また、介護・障がい・生活困窮などの相談を受け止めて支援につなげる「福
祉の相談窓口」を上郷・猿投・高岡・高橋・松平の5支所に設置します。（上郷・高橋・松平支所は令
和２年度中に開設予定）

一人ひとりに寄り添い、
住み慣れた地域での暮らしをサポートしています。

超小型モビリティシェアリング事業「Ha:mo RIDE（ハーモライド）」 ゆっくり自動運転

地域包括支援センター

地域タクシー
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Aiming to be a place where generations can interact while keeping their own individuality
Toyota City is faced with the phenomenon of a super-aging society for its first time. 
In order to support multiple generations of citizens, Toyota City is working to offer support to the elderly, to the specially challenged, to 
those living under difficult economic situations: Consultation Supporting Centers have been gradually opened throughout the city. 
 Toyota City, also known as the Japanese Motor City, aims to improve accessibility to its citizens by supporting advanced projects such 
as self-driving cars, ITS (Intelligent Transport Systems) and small sized mobility. Accessibility projects also include massive transport: 
municipal buses and bus stops within the city are being redesigned under a universal design philosophy.
In order to support child growth in the community, Toyota City is implementing assemblies for school and 
community cooperation as a way to reinforce the importance of protecting our children. Neighborhood 
Associations and Regional Community Councils promote events for integration in which citizens actively 
participate.

豊田市では、自治区などの地域が主催のウオーキングイベントが各地で開催され、盛り上がりを
見せています。
ウオーキングによる効果は健康づくりだけでなく、見守りなど地域の結びつきのきっかけにもなり、
安全・安心なまちづくりにつながっています。

ウオーキングは、生涯健康、
活力あるまちづくりへの第一歩です。

家庭・学校・地域が一体となって、地域への誇りと
愛着を持ち、生き抜く力を備えた子どもを育てます。

中学校区単位で学校どうしの連携や学校と地域との連携を推進する「コミュニティ・ス
クール」と学校と地域住民が共に活動するための拠点となる「地域学校協働本部」とで、
地域ぐるみで子どもの成長を支えています。これらの仕組みによって、地域のきずなが深
まるとともに、地域住民の経験を生かす場、生きがいづくりにつながるなど、様々な効果も
期待されています。 浄水小土曜学習（将棋教室）
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